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オウ サマ ベン ギン 
ペン ギン の 仲間 は 、 現 在 18 種 類 が 知ら れ て いま 


@ ビ ワ コ オ オナ マズ 
ナマ ズ と いう と 、 ま ざ 頭 に 思い 浮か ぷ の は 、 地 震 


す が 、 ご ご こ ご に 紹介 する オウ サマ ペン ギン は コウ テ 
イベ ン ギ ン と な らん で 大 型 の 種類 で す 。 

オウ サマ ペン ギン は 、 南 極 浦 の 広い 範囲 に わた 
つて 生活 し て いて 、 南 極大 陸 の 春 に あ だ る 9~10 
H に 恋 の 季節 を むかえ 、11 一 4 月 に 久 を 1 つ 産 み 
ます 。 そ し て 直立 姿勢 の まま 、 オ ス と メス で 交互 
ご 卵 を 温め ます 。 フ 化し た ヒナ は 、35 一 40 日 間 親 


予知 に 役立つ 遇 と いう こと で は な いで し よう ガ 。 
当館 に も 長期 飼育 を 行 な つ て いる 愚 の ー つ に ビワ 
コ オ オ ナマ ズ が いま す 。 こ の ピ ワ コ オ オ ナマ ズ は 、 
琵琶 湖 特 産 で 成長 する と 体長 1 を 超え る 日 本 で 
一 番 大 き な ナ マズ で す 。 普段 は 水底 で 静止 し て い 
ます が 、 時 折 湖 の 中 層 ま で や つて き て エサ と な る 
明 を 良 べ ます 。 当 館 で 展示 し て いる ビワ コ オ オ ナ 


鳥 と 共に 生活 し た 後 、 ヒ ナ ど うし が 集まり 集団 ( ノ 
レイ シ ) を つく ぐり ます 。 し が し ヒナ は 、 ご の 集団 
こい る 間 は まだ 自分 で は 人 能 を と る こと が 
がら 龍 を 号 え MA 自分 で 餌 が とれ る よう に な る 
ご 10 一 13 ケ 月 も が が り ま す 。 
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マッ ズ も 日 中 は 動く こと が ガザ ほ と ん ど ご あり ませ ん が 、 
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ム 飼 育 世界 記録 2993 日 を 達成 し た 「 ク ー キ ー」 

飼育 世界 記録 を 更新 中 の マン ボウ 「 フ クー キー」 
は 、 去 る 3 月 5 日 に 2993 日 と いう 飼育 記録 を 残し 
て 死亡 し まし た 。 「 フ クー キー」 の 死 は と て も 残 意 
な ご と で す が 、 そ れ で も 8 年 2 ケ月 の 間 、 多 く の 
人 々 に その 次 を 紹介 で き 、 し が も 今 ま で 知る こと 
の で き な が つ だ 貴重 な 資料 を 得る こと が で きだ ご こ 
と な ど 、 実 に 大 き な 成 果 を あげ る こと が で きま し 
だ 。 

@e マン ボウ 飼育 の 歴史 

マン ボウ の 鉛 育 は 、 今 か ら 30 年 前 の 1960 年 代 前 
半 こ 始ま り ま し た だ 。 当 時 は 1 ケ月 間 飼 育 す る こと 
さえ 困難 な 時 代 で 、 100 日 以上 の 飼育 が で きる よ 
うに な つ だ の は 1974 年 の こと で す 。 ご の ころ 当館 
で は マン ボウ の 鯛 育 研究 に と り ガ が ガ り 、 マ ン ボ ウ 
の 水 構 壁 面 へ の 衝突 を 防ぐ べ だ め の ビ ニー ルフ ェ ン 
ス の 設置 、 消 化 の 良い エサ の 研究 、 採 集 ・ 和 輸送 万 
法 の 開発 、 水 質 環境 の コン トロ ー ル 等 を 行 つた 結 
果 1979 年 、「 ナ ン ナ ン 」 と 愛称 の つい だ マン ボウ が 
1 年 以上 生存 し 、 こ ご ここ に 初め て マン ボウ の 周年 飼 
育 が 可能 と な り ま し だ 。 ご の 技術 は 他 の 水族 館 に 
も 紹介 レ し 、 そ の 後 各地 の 水族 館 で 長期 飼育 が ガ 試み 
られ る よう に な り の まし た だ 。 当 館 で は 次 に 飼育 日 数 


マン ボウ 飼育 世界 記録 


年 K 族 館 名 飼育 日 数 
2 日 
37 日 
4 日 
17 年 | ミラン ッ ク の メリ カ ) | OB 
1974 年 | 柱 泊 水族 上 | 125 日 
978 年 | 桂浜 水族 66 日 
1979 年 | 更 l シ ー ワ ー ル ド 「 ナ ラナ ン 」| 4e6 
1980 年 | 松 鳥 水族館 「 ブ フワ ブフ 」 | 7 


ロ 
1981 年 | 鴨川 シー ワー ルド 「 ユ コーラン, 965 日 
1981 年 | 箇 Il レ ー ワ ー ル ド 「 ノ フン キー 97】 日 
1985 年 | 松島 水族 館 「 コ ー コ ー」 1.379 日 
1986 年 | 鴨 吊 シ ー ワ ー ル ド 「 ノ ロン 」 1.538 日 放流 
1990 年 | 更 ll シ ー ワ ー ル ド 「 フ クー キー」| 2.993 昌 


1000 日 を 目標 に 飼育 改善 を 図り 記録 に 挑戦 し て き 
まし た が 、1981 年 「 ノ ン キ ー」、「 ユ ー ラ ン 」 は 目 
標 達成 を 目前 に し て その 記録 は スト ツブ プ し て し ま 
いま し だ 。 そ し て ご この 年 の 12 月 に 「 フ ー キ ー」 と 
「 ノ ロン 」 の 飼育 が 始ま り ま し た だ 。2 尾 の マン ボ 
ウ は 順調 に 近 育 日 数 を 積み 重ね 1984 年 9 月 19 日 に 


は 最初 の 目標 で ある 1000 日 を フリ ア し 、1985 年 10 
月 4 日 に 松島 水族 館 の 「 コ ユー ユー」 の 持つ 飼育 世 
界 記録 1379 日 を つい に 突 胡 し 、 そ の 後世 界 記録 を 
毎日 延 し て いき まし だ た 。1986 年 3 月 14 日 に は 、 マ 
ン ボ ウ が 大 きぐ 成長 し だ こと と 、 調査 研究 の だ め 
「 ノ ロン 」 が 黒潮 海域 に 放流 され だ だ め 、 そ の 後 
は 「 ク フー キ ー」 1 尾 で 記録 更新 を 続け まし た だ 。 
1989 年 12 月 24 日 に 飼育 満 8 年 を 迎え 、 長 寿 を 祈 
願 す る 2 m も ある 特大 ジ ヤ ン ボ 絵 馬 を 近 ぐ の 神社 
に 奉納 し 、 ま だ 1990 年 月 に は 全国 水族 館 技 術 者 研 
究 会 に て その 飼育 に つい て の 報告 を 行い まし だ 。 
そし て 1990 年 3 月 5 日 に 飼育 日 数 2993 日 と いう 大 


録 を 残し て その 記録 更新 は 終止 符 が うだ れ ま し 


ぉ 

e マン ボウ は な ぜ 飼 い に く い の ガ 。 

飼育 下 に お ける マン ボウ の 死亡 原因 は 、 大 きぐ 
分 ける と 採集 時 に 受け だ 擦 過 傷 、 消 化 器 系 に 異常 
を 生じ た も の 、 個 体 間 の 干渉 作用 に よる も の (大 き 
な 個体 と 小さ な 個体 を 同一 水槽 で 飼育 する と 小さ 
な お 個 林 に スト レス が ガ だ まり エサ を 食べ な ぐ な る )、 
ビニ ー ル フェ ンス の 外 に 出る 等 の 事故 に よる も の 
原因 不明 の 突発 的 な 死 上 な ご ど が あり ます 。「 フ ー 
キー」 の 場合 は 、12…- 1 月 に ガ け て 食欲 不振 が 見 
られ だ ご と の ほぼ ほ ガ は 、 特 に 異常 は 見 られ ず 、3 月 
5 日 の 日 も 朝 8 時 に 観察 し だ 時 に も 状態 に 変化 は 
見 られ ませ ん で し だ 。 し ガ が し 、9 時 過ぎ に は 水 構 
の 辰 に 横 だ わり 死ん 々 で いる の が 発見 され まし た 。 
解剖 の 結果 消化 管 の 一 部 に 直径 約 20om ほ どの 腫瘍 


JJ の も の が みつ ガ り まし た が 、 こ れ が 直接 の 死亡 


原因 で あつ だ の ガ 、 あ る い は 別 の 原因 に よる も の 

な の が ガ 、 現 在 調査 中 で す 。 死 記 時 の 体長 は 、187 

Cm、 体 重 230 kg で 、 性 別 は オス で し だ た 。 

マン ボー「 ク ー キ ー」 
飼育 記録 

飼育 日 数 ・ 2,993 日 

性 別 : オス 

体重 : 230'9 

欠 入 : 昭和 55 年 12 月 24 晶 

採集 場所 : 夫 川 沖 定置 綱 


890. 


e 多く の 人 に 愛さ れ だ 「 フ ー キ ー」 

マン ボウ は 1 尾 1 尾 に それ ぞ れ 個性 ガ が ある お も 
し ろ い 遇 で す 。「 フ ー キ ー」 の 場合 は 、『 普 段 は 
遠慮 が ちな 性 格 だ が 、 エ エサ を 見 る こと ガ ムシ ヤラ 。 
と いう と ころ で し よう ガ 。 ど ちら か と いう と や 
ガ な 性 格 の 持ち 主 ど つ だ よう に 感じ ます 。 ま だ 飼 
育 係 を よく 知 つ て いて その 次 を 見 る と 、 魚 育 係 よ 
り 先 に 給餌 場所 で 待つ て いる こと も し ば し ば 見 ら 
れ ま し だ 。 

「 ク ー キ ー」 ガ が 死ん だ こと ガ テ レ ビ 、 ラ ジオ 、 
新聞 等 で 報道 され だ あと 、 多く の 人 々 が ガ ら 花束 、 
寄せ 書き 、 お ぼ 紙 な ど が 寄せ られ まし だ 。「 フー 
キー」 が この よう に 多く の 人 達 か ら 愛 され て い だ 
ご と を 思う と 飼育 係 の 苦労 が いさ ざか が で も 報 わ れ 
だ よう な お 気 が プ し て な り ま せん 。 


ムウ ー キ ー」 に 寄せ られ た た くさ ん の 手紙 や 寄せ 春 き 
e マン ボウ の 魅力 

マン ボウ と いう 一 風 変 つた 響き の ある 晶 名 。 そ 
し て お よそ 秋 と は 思え な い 形 、 一 般 的 な 食 乃 で 
は な ぐ 、 珍 らし い 存 在 の だ な め が え つて 親しみ が 湯 
ぐ の で し よう ガ 。 大 海原 を 大 き な マ ン ボ ウ が の ん 
びり と 昼寝 を し な が ガ ら プ カ ブ カ 浮 いて いる 姿 を 想 
像 する と 、 の どか が で ロマ ンチ ツク お 光景 が 浮 が び 
上 つて きま す 。 あ ぐせ ぐ と 毎日 を 生き て いる 私 達 
の 届 の どこ が に ある 、 憧 れ の 次 な の ガ も し れ ま せ 
ん 。 大 人 が ガ ら 子ども まで だ ぐさ ん の ファ ン を 作 つ 
だ マン ポ ウ の 飼 育 に は これ か ら も 精 熱 を 燃やし て 
続け て いき だ いと 考え て いま す 。 ( 津 崎 ) 


4 新しく 飼育 の 始ま っ た 小さ な マン ボウ 


ム 人 工 党 の 降る 中 で の 給 

南極 周辺 に すむ ベン ギン の 生息 環境 を 再現 し た だ 
新 施設 「 ベ ン ギ ンズ ネイ チ ヤ ー」 ガ 平成 2 年 3 月 
21 日 に オー プン し まし た 。 こ ご こ で は 、 雪 の 舞い 散 
る 下 で 目 を 細め る オウ サマ ベン ギン 、 水 中 を ツバ 
メ が 飛ぶ ぷ ぶよ うに 涼 ぎ まわ る ジェ エン ツー ベン ギン 、 
岩の上 を 元気 に こび ぴ は ね る イワ トビ ベン ギン な ど 
を 見 る こと が でき ます 。 

ベン ギン ズ ネイ チ ヤ ー の オー プン に あ だ り の 、 


アメ リカ ・ シ ー ワ ー ル ド 
の 係員 に よる 
技術 指導 め 


| 要 * 


当館 と の 友好 関係 に ある 、 アメ リカ の シー ワー ル 
ド よ り 10 泌 の オウ サマ ベン ギン ガ が 特別 の 厚意 に よ 
り 寄 贈 さ れ ま し ただ 。 そ し て 、 極 地 ベ バン ギ ン の 飼育 は 
当館 で は 初め て の 試み で ある だ め 、 オー ブン に 先 
立ち 当館 の 飼育 スタ ッ フ が ガ ア メリ カ で 研修 を 受け 
だ り 、 ま だ アメ リカ が から は ベン ギン 飼育 の 専門 技 
術 者 を 派遣 し に くれ る な ど 、 ア メリ カ の シー ワー 


ルド ガ から は 、 当 館 で の 飼育 に つい て 絶大 な る 矢 力 、 


を いた だ きま し た だ た 。 極地 バン ギン は 、 気 洗 を 公 

保つ こと が 必要 で ある だ め 、 ア メリ カ が ガ が ら の 35 時 
間 に お よぶ 還 送 中 は 、 コ ン テ ナ ー に は 氷 ガ し きつ 
め ら れ 、 和 気温 は 常に ら で に 保ち 、 防 杜 服 に 身 を つ 
つん だ 、 ア メリ カ と 当館 の 飼育 スタ ッ フ が 交代 で 
つき そい まし た 。 

「 わ 一 見 て ん 本 物 の 雪が ガ 降 つて いる よ 。 と 鈴 
声 ガ プ 上 が びる ベン ギン ズ ネイ チ ヤ ー は 、 極 地 の 環 
境 を 維持 する た め に 特別 な 機械 設備 を 導入 し だ 施 
設 で す 。 ご この 海水 ブー ル の 渦 週 槽 は 、 1 日 1300 
トン の 水 を 法 過 循環 し 、 き れい な 飼育 水 の 維持 に 
細 め て いま す 。 ま だ 天井 や 壁 に は 外部 が ら の 熟 を 
克 断 する を め の 過 熱 材 を 使用 し 、Z 馬 力 の 准 当 機 
ら 台 を 昼夜 連続 運転 し て 、 ブ ー ル 水温 は ら で 、 気 


人 人 な つっ こい パン ギン 半 ご 
温 は 9 で に 保つ て いま す 。 

雪 を 作る スノー マシ ー ン は 、 イ タリ ア 製 で 、 完 
成 ま で いろ いろ な 工夫 ガ な され まし だ 。 試運転 の 
時 は 雪が な が な ガ 思 つ だ よう に 降ら な い だ め 、 送 
風 機 を 取り 付け て み だ り の 、 雪 ガー ケ所 に ガ だ ま ら 
な いよ う 、 雪 の 吹き 出し 口 を 120* の 範囲 で 省 を ふ 
る よう に モー ター を 設置 し た り 、 係 員 み ん な で 知 


) 


と 降雪 に 歓声 が 上 が る ペン ギ 
ンズ ・ ネ イチ ャ ー 


恵 を 出し 合い まし だ 。 そ の 結果 、 今 で は 本 物 の 雪 
の よう に 広範 囲 に 柄 る よう に な り ま し だ 。 

南極 の 一 部 を 切り 取 つ て きだ ベン ギン ズ ネイ 
チ ヤ ー で 、 ベ ン ギ ン 達 が 雪 の 上 を 歩く ユ ー モ ラス 
な 動き と 、 水 中 で の すばらし い 涼 ぎ を じ つ ぐ り と 
観察 し 、 南 極 の 雰囲気 を 充分 に 味 わ つ て みて 下さ 
い 。 (荒井 ・ 庄 司 ) 


W パ ノリ ウム 上 流水 槽 の 改装 

「 水 の 一 生 」 を テー マ に 、 川 か ら 油 に 生息 する 
生物 を 展示 し て いる バ ノ リウ ム の 、 川 の 上 流 部 分 
に あ だ る 水 槽 の 改装 ガ 行 な われ まし た 。 

新装 な つ だ 水槽 は 、 ガ ラス の 交換 や 秋 名 標示 の 
電 節 標示 化 が お おこなわ れ だ ば が のり で な ぐ 、 騙 回 は 
生物 を と の り ま ぐ 環 境 を 実物 大 に 再現 し て み ま し だ 。 
山 深い 渓谷 を 思わ せる 切り 立つ だ 崖 や 、 水 し ぶ ぎ き 
を あげ て 流れ る 清流 の 中 を 生き 生き と 涼 ぐ イ ワナ 
や ヤマ メ 、 あ ちら こち ら の 水 の し み 出 す 岩 の すき 
間 に 姿 を 見 せる サワ ガニ な ど 、 興 味 深く 時 間 を か が 
け て 御覧 いた だ ける よう 工夫 ガ な され て いま す 。 


一 段 と 迫力 を 増し た パン リウ ム の 最初 の 水 で 


ある 新装 の 川 の 上 流 に cc 
を ぜひ ご 覧 下さ い 。 ド 。 人 レン 
( 金 鍋 ) 
機械 化 さ れ だ チケ ッ ト 売場 


当館 へ 入園 され る お 客 様 が 、 最 初 に 訪れ る 場所 
が 、 チ ケッ ト 売 場 で す 。 そ こ で 早く ぐ チ ケット を 求 
め て 、 菊 達 こ の 出合 いや 楽し い 動 物 シ ヨー を 見 だ 
いと する お 客 様 の 気持 ち に お ご こ だ え する だ め に 、 
正確 で 早い チケ ッ ト 販 売 が 求め られ て いま す 。 ご 
の お 客 様 の ご 要望 に お こ だ え し て 、4 月 1 日 から 
コン ビュ ユー ター に よる 入園 券 発券 シス テム が 導入 
され 、 レ シー ト の 発行 も 含め だ た スピー ディ ー な 販 
売 び て で きる よう 機械 化 ぜ は が られ まし だ 。 ご の 結 
果 、 各 種 デ ー タ ー も 今 まで 以上 に 効率 的 に 整理 が 
で きる よう に な り ま し だ 。 

ご これ がら も お 客 様 へ の サー ビス の 向上 に 色々 と 


工夫 を し な が ら 、 楽 し ぐ 1 日 園内 で 過 し て い だ だ 


ける よう に 努め て い 』 
きだ いと 考え て いま 
す 。 (DD 


電 第 2 回 研究 集会 開催 
国際 海洋 生物 研究 所 ( 称 ・ 国 際 生 研 ) と 鴨川 
シー ワー ルド 主催 に よる 「 海 獣 類 研究 に 関す る 国 
際 シ ン ポ ジウ ハム -21 世 紀 へ の アプ ロー チー」 が 2 
月 3、4 日 の 2 日 間 に わ だ り の 昌 川 シー ワー ルド ホテ 
ル で 開催 され まし だ た だ 。 ご の 研究 集会 に は 国 の 内 外 
の 研究 者 92 名 が 参加 し 、13 題 の 話題 提供 に だ い レ 
活発 な 意見 交換 が な され まし た 。 ま だ 生 川 市 民 会 
館 で は 市 民 を 含め だ 約 550 名 が 参加 し た 「Man & 
Dolohin」 の テー マ に よる バネ ルディ スカ ッ ツ シ ョ 、 
ン と C・W・ ニ コル 氏 の 「 鯨 は 神 ひ 、 友 が 、 獲 物 ガ 」 
と 題し だ 講 漂 も お こ な わ れ 、 第 2 回 研究 集会 は 、 
司会 の うち に 著 を 閉じ まし た 。 (勝俣 ) 


w- で - | で っ se 
mm ーー うち 


』 新しい シン ボル マー ン 誕 生 

今年 10 月 、 お が げ さ まで 鴨川 シー ワー ルド は 開 
園 20 周 年 を 通え る こと に な り ま し だ 。 そ し て 、 そ 
れ を 記 甚 し て 新しい シン ボル マー が 誕生 し まし 
だ 。 ご の シン ボル マー ク は 泥 の 王者 こと 呼ば れ シ ラー 
ー て で 大人気 の シ ヤ チ を モチ ー フ に 米国 の アニ メー 
ター に デザ イン を 條 頼 し 作成 され だ も の で 、 広 ぐ 
多く の 人 に 愛さ れ 有 親しま れる よう に 愛称 を 一 般 ガ 
ら 募 集 し だ と ころ 、 全 国 ガ ら 11.183 通 も の 訪 募 を 
い だ だ きま し だ 。 そ の 中 ガ ら シヤ チ の 実名 オル カ 
と tangency( 接 触 ) の 結び つけ に より “シヤ チ と 
の 出会い " と いう 意味 を も つこ と か ら 愛 称 は 習 志 
野市 の 後藤 祐司 様 グ の ら の 「 オ 
ル タ ン 」 と 決定 し まし だ 。 ご 
れ お ら も シン ボル マー クツ の 
「 オ ル タ ン 」 を 鴨川 シー ワー 
ルド 同様 よろ し ぐ お 願い しま 
9。 (大 屋 ) 


